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１０月９日（木）、３年生が出前授業「昆虫の学習」を行いました。この日は、吉野川市内
の超蝶類愛好家の小川さんをゲストティーチャーとしてお招きしました。
まず、小川さんから「身近な昆虫」についてのお話をしていただきました。
３年生の子どもたちは、これまでに理科の学習で「身近な生き物や昆虫」についての学

習をしています。また、最近、秋の虫探しをしたり、それぞれの家の近くで見つけた秋の虫を
採集して学校に持ってきたりしている子どもたちもいます。３年生の子どもたちにとっては、
今回の出前授業のテーマが「昆虫」ということで、興味津々な姿が見られました。
小川さんからは、身近な昆虫だけでなく、今回の出前授業では、絶滅している昆虫の標

本も見せていただきました。子どもたちは、貴重な昆虫の標本を早く見たくて、小川さんが
箱から出すごとに身を乗り出していました。昆虫の標本が自分の机に置かれた子どもたち
は、大きな歓声を上げていました。
色鮮やかな世界中の蝶の標本や子どもたちが知っているカブトムシやクワガタムシの標

本をたくさん間近で観察することができ、大喜びで次から次へと標本箱を見て回っていま
した。
私が小川さんとお話をしたところでは、「日本国内だけでなく、約２０年～３０年ほど前か

ら外国にも行き、たくさんの昆虫を採集した。」ということも伺っています。また、「今では、絶
滅した昆虫もたくさん標本の中に含まれ、今まで博物館等にもたくさん寄贈している。」と
いうお話もしていただきました。
小川さん、「貴重な昆虫の標本」を見せていただきまして、ありがとうございました。

《３年生の「昆虫の学習の様子」を紹介します。》
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